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第 1 章

WCCP バージョン 2

WebCache Communication Protocol（WCCP）はシスコが開発したコンテンツルーティングテクノ
ロジーです。IPパケットを代行受信し、IPパケットに指定されている宛先とは別の宛先にその
パケットをリダイレクトします。パケットは、インターネット上にある宛先のWebサーバから、
クライアントのローカルのコンテンツエンジンにリダイレクトされるのが一般的です。WCCP
の展開シナリオによっては、Webサーバからクライアント方向でもトラフィックをリダイレクト
する必要があります。WCCPを使用すると、コンテンツエンジンをネットワークインフラスト
ラクチャに統合できます。

Cisco IOSRelease 12.1以降では、WCCPバージョン1（WCCPv1）またはバージョン2（WCCPv2）
を使用できます。

このマニュアルの作業では、ネットワークにコンテンツエンジンが設定済みであることを前提

にしています。 Cisco Content EngineおよびWCCPに関連するハードウェアおよびネットワーク
の計画の固有の情報については、次の URLにある Cisco Content Engineのマニュアルを参照して
ください。

http://www.cisco.com/univercd/cc/td/doc/product/webscale/content/index.htm

• 機能情報の確認, 2 ページ

• WCCPバージョン 2の前提条件, 2 ページ

• WCCPバージョン 2の制約事項, 2 ページ

• WCCPバージョン 2について, 4 ページ

• WCCPバージョン 2の設定方法, 9 ページ

• WCCPバージョン 2の設定例, 13 ページ

• その他の関連資料, 14 ページ

• WCCPバージョン 2の機能情報, 15 ページ
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機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の警告および機能情報については、『Bug Search Tool』およびご使
用のプラットフォームとソフトウェアリリースに対応したリリースノートを参照してください。

このモジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリリースの

リストを確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。

WCCP バージョン 2 の前提条件
•インターネットに接続されたインターフェイス上で IPを設定する必要があります。また、別
のインターフェイスをコンテンツエンジンに接続する必要があります。

•コンテンツエンジンに接続するインターフェイスは、ファストイーサネットインターフェ
イスまたはギガビットイーサネットインターフェイスにする必要があります。

•次のハードウェア機能は、PFC4が搭載された Catalyst 6500シリーズスイッチでのみサポー
トされます。

•ハードウェアでのWCCP総称ルーティングカプセル化（GRE）の非カプセル化

•ハードウェアでのWCCP出力マスクの割り当て

•ハードウェアでのWCCP除外機能

WCCP バージョン 2 の制約事項

一般

次の制約事項がWCCPv2に適用されます。

• WCCPは、IPv4ネットワークだけで動作します。

•シスコエクスプレスフォワーディングをイネーブルにすると、WCCPによってネットワー
クアドレス変換（NAT）がバイパスされます。

WCCPv2

• WCCPは、IPv4ネットワークだけで動作します。
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•マルチキャストクラスタにサービスを提供するルータには、存続可能時間（TTL）値を 15
以下に設定する必要があります。

•サービスグループは、最大 32個のコンテンツエンジンおよび 32個のルータで構成できま
す。

•クラスタのすべてのコンテンツエンジンは、クラスタにサービスを提供するすべてのルータ
と通信できるように設定する必要があります。

•マルチキャストアドレスは、224.0.0.0～ 239.255.255.255の範囲にする必要があります。

Cisco Catalyst 4500 シリーズスイッチ

•同じクライアントインターフェイスで同時に最大 8個のサービスグループがサポートされ
ます。

•レイヤ 2（L2）のリライトフォワーディング方式はサポートされますが、総称ルーティング
カプセル化（GRE）はサポートされません。

•コンテンツエンジンに L2を直接接続する必要があります。1つまたは複数ホップ離れたレ
イヤ 3（L3）接続はサポートされません。

• Ternary Content Addressable Memory（TCAM）フレンドリマスクベースの割り当てはサポー
トされますが、ハッシュバケットベースの方式はサポートされません。

•クライアントインターフェイス上のWCCPに関するリダイレクトアクセスコントロールリ
スト（ACL）はサポートされません。

•インターフェイス上の受信トラフィックのリダイレクションはサポートされますが、発信ト
ラフィックのリダイレクションはサポートされません。

• TCAMの空きがなくなると、トラフィックはリダイレクトされず、通常どおりに転送されま
す。

• WCCPバージョン 2規格では、最大 256個のマスクをサポートします。ただし、Catalyst 4500
シリーズスイッチは、単一のマスクへのマスク割り当てテーブルだけをサポートします。

Cisco Catalyst 6500 シリーズスイッチ

次の制約事項が Cisco Catalyst 6500シリーズスイッチに適用されます。

•ポリシーフィーチャカード 2（PFC2）の場合、Cisco IOS Release 12.2(17d)SXB以降のリリー
スはWCCPをサポートします。

• PFC3の場合、Cisco IOS Release 12.2(18)SXD1以降のリリースはWCCPをサポートします。

• PFC4の場合、Cisco IOS Release 12.2(50)SY以降のリリースはWCCPをサポートします。ま
た、ハードウェアでのWCCP GREの非カプセル化、WCCPマスク割り当て、WCCP除外機
能のサポートが導入されます。

• WCCPレイヤ 2 PFCリダイレクション機能を使用するには、『Transparent Caching』マニュア
ルの説明に従って Catalyst 6500シリーズスイッチでWCCPを設定し、キャッシュエンジン
で加速WCCPを設定します。
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• Cisco Application and Content Networking System（ACNS）ソフトウェアリリース 4.2.2よりも
後のリリースは、WCCPレイヤ 2ポリシーフィーチャカード（PFC）のリダイレクション
ハードウェアアクセラレーションをサポートします。

•マスク割り当てに設定されているコンテンツエンジンが、割り当て方式としてハッシュが選
択されているファームに参加しようとする場合、キャッシュエンジンの割り当て方式が既存

のファームの方式と一致しない限り、ファームに参加できません。

•サービスグループのフォワーディング方式がWCCPレイヤ2PFCリダイレクションの場合、
show ip wccp service-numberコマンド出力のパケットカウンタには、パケットカウントでは
なく、フローカウントが表示されます。

Catalyst 6500 シリーズスイッチおよび Cisco 7600 シリーズルータのアクセスコントロールリスト

WCCPがマスク割り当てを使用している場合、リダイレクトリストはアプライアンスのマスク情
報にマージされ、その結果としてマージされた ACLは、Catalyst 6500シリーズスイッチまたは
Cisco 7600シリーズルータハードウェアに渡されます。リダイレクトリストのプロトコルが IP
であるか、サービスグループプロトコルと完全に一致する場合、その許可 ACLまたは拒否 ACL
のエントリだけが、アプライアンスのマスク情報にマージされます。

次の制約事項がリダイレクトリスト ACLに適用されます。

• ACLは IPV4簡易または拡張 ACLにする必要があります。

•個々の発信元または宛先のポート番号だけを指定できます。ポート範囲は指定できません。

•個々の発信元または宛先のポート番号のほかに、唯一の有効なマッチング条件は、dscpまた
は tosです。

• fragments、time-range、optionsキーワードや、TCPフラグは使用できません。

リダイレクト ACLがこれらの制約事項を満たさない場合、次のエラーメッセージがログに記録
されます。

WCCP-3-BADACE: Service <service group>, invalid access-list entry (seq:<sequence>,
reason:<reason>)

WCCPはパケットのリダイレクトを継続しますが、アクセスリストが調整されるまで、ソフト
ウェアでリダイレクションが実行されます（NetFlowスイッチング）。

WCCP バージョン 2 について

WCCPv2 の概要
WCCPは、Cisco Content Engine（またはWCCPを実行する他のコンテンツエンジン）を使用し
て、ネットワークのWebトラフィックパターンをローカライズします。それによって、ローカル
でコンテンツ要求を実行できます。トラフィックのローカライズによって伝送コストを引き下

げ、ダウンロード時間を短縮できます。
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WCCPによって、ルーティングプラットフォームは、透過的にコンテンツ要求をリダイレクトで
きるようになります。トランスペアレントリダイレクションの大きな利点は、Webプロキシを使
用するためのブラウザの設定が不要ということです。ユーザはターゲット URLを使用してコン
テンツを要求できます。また、ユーザの要求はコンテンツエンジンに自動的にリダイレクトされ

ます。この場合の「透過的」とは、エンドユーザが要求したファイル（Webページなど）が、
元々指定していたサーバからではなく、コンテンツエンジンから送信されることをそのユーザが

意識しないという意味です。

コンテンツエンジンでは、要求の受信時に、独自のローカルキャッシュからサービスを提供しよ

うとします。要求した情報が存在しない場合、コンテンツエンジンから独自の要求が元のター

ゲットサーバに発行され、必要な情報が取得されます。コンテンツエンジンは、要求された情

報を取得すると、要求クライアントに転送し、将来の要求に対応するためにキャッシュします。

そのため、ダウンロードのパフォーマンスが大きく向上し、送信コストが大幅に削減されます。

WCCPにより、一連のコンテントエンジン（コンテントエンジンクラスタと呼ぶ）が 1つまた
は複数のルータにコンテンツを提供できます。ネットワーク管理者は、このようなクラスタ処理

機能によって容易にコンテンツエンジンを拡張し、高いトラフィック負荷を管理できます。シス

コクラスタ処理テクノロジーを使用すると、各クラスタメンバを同時に実行できるため、リニア

スケーラビリティが実現します。クラスタ処理コンテンツエンジンによって、キャッシュソ

リューションのスケーラビリティ、冗長性、および可用性が大幅に改善されます。最大 32個の
コンテンツエンジンをクラスタ処理し、目的の容量まで拡張できます。

WCCPバージョン 2のいくつかの機能が強化され、次のようにWCCPプロトコルに機能が追加さ
れました。

•複数のルータがコンテンツエンジンクラスタにサービスを提供できます。

•多様な UDPおよび TCPトラフィックなど、HTTP（TCPポート 80トラフィック）以外のト
ラフィックをリダイレクトできます。

•パスワードと HMACMD5規格を使用して、サービスグループの一部になるルータとコンテ
ンツエンジンを制御できる、オプションの認証機能があります。

•機能していないコンテンツエンジンから返送された要求を判断できるパケットのチェック機
能があります。

•個々のコンテンツエンジンの負荷を調整して、空きリソースを効率的に使用できるようにな
ります。さらに、クライアントに対して高い Quality Of Service（QoS）を確保できます。
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WCCPv2 の設定
複数のルータがWCCPv2を使用して 1つのコンテンツエンジンクラスタにサービスを提供でき
ます。WCCPv1では、1つのルータだけがコンテンツ要求をクラスタにリダイレクトできます。
次の図に、複数のルータを使用する設定例を示します。

図 1：WCCPv2 を使用した Cisco コンテンツエンジンネットワーク構成

クラスタ、および同じサービスを実行しているクラスタに接続するルータ内のコンテンツエンジ

ンのサブセットは、サービスグループと呼ばれます。使用できるサービスには、TCPおよびUDP
リダイレクションなどがあります。

WCCPv1では、単一ルータのアドレスを使用して、コンテンツエンジンが設定されました。
WCCPv2の場合、各コンテンツエンジンがサービスグループ内のすべてのルータを認識する必要
があります。サービスグループ内のすべてのルータのアドレスを指定するには、次のいずれかの

方法を選択する必要があります。

•ユニキャスト：グループ内の各ルータのルータアドレスリストを、各コンテンツエンジン
で設定します。この場合、グループ内の各ルータのアドレスは、設定時に各コンテンツエ

ンジンについて明示的に指定する必要があります。

•マルチキャスト：単一のマルチキャストアドレスを各コンテンツエンジンで設定します。
マルチキャストアドレス方式の場合、コンテンツエンジンは、サービスグループのすべて

のルータに提供するシングルアドレス通知を送信します。たとえば、コンテンツエンジン

は、パケットを常にマルチキャストアドレス 224.0.0.100に送信するように示すことができ
ます。それによって、マルチキャストパケットは、WCCPを使用してリッスンしているグ
ループ用に設定されたサービスグループ内のすべてのルータに送信されます（詳細について
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は、ip wccp group-listenまたは ipv6 wccp group-listenインターフェイスコンフィギュレー
ションコマンドを参照してください）。

マルチキャストオプションの場合に必要な操作は、各コンテンツエンジンで単一のアドレスを指

定することだけなので、設定が容易です。このオプションを使用して、サービスグループから

ルータを動的に追加および削除できます。毎回、異なるアドレスリストを使用してコンテンツエ

ンジンを再設定する必要はありません。

次の一連のイベントで、WCCPv2設定の動作の詳細について説明します。

1 各コンテンツエンジンは、ルータリストを使用して設定します。

2 各コンテンツエンジンはプレゼンスと、通信の確立に使用されたすべてのルータリストをア

ナウンスします。ルータは、グループ内のコンテンツエンジンのビュー（リスト）で応答し

ます。

3 そのビューがクラスタ内のすべてのコンテンツエンジンで一貫している場合、1つのコンテン
ツエンジンをリードとして指定し、ルータがパケットのリダイレクト時に展開する必要がある

ポリシーを設定します。

HTTP 以外のサービスの WCCPv2 サポート
WCCPv2では、さまざまな UDPおよび TCPトラフィックを含め、HTTP（TCPポート 80トラ
フィック）以外のトラフィックのリダイレクションが可能です。WCCPv1では、HTTP（TCPポー
ト80）トラフィックだけのリダイレクションをサポートしています。WCCPv2では他のポート宛
てのパケットをリダイレクトできます。たとえば、プロキシWebキャッシュ処理、ファイル転送
プロトコル（FTP）キャッシング、FTPプロキシの処理、80以外のポートのWebキャッシング、
Real Audio、ビデオアプリケーション、およびテレフォニーアプリケーションに使用されるポー
トなどです。

各種の利用可能なサービスに対応するために、WCCPv2は複数のサービスグループという概念を
導入しました。サービス情報は、ダイナミックサービス識別番号（98など）または事前定義し
たサービスキーワード（web-cacheなど）を使用して、WCCPコンフィギュレーションコマンド
で指定します。この情報は、サービスグループメンバーが同じサービスを使用または提供して

いることを確認するために使用されます。

サービスグループのコンテンツエンジンは、プロトコル（TCPまたは UDP）によってリダイレ
クトされるトラフィックと、最大 8個の発信元ポートまたは宛先ポートを指定します。各サービ
スグループにはプライオリティステータスが割り当てられます。ダイナミックサービスのプラ

イオリティは、コンテンツエンジンによって割り当てられます。プライオリティ値の範囲は、0
～ 255です（0が最も低いプライオリティ）。事前定義したWebキャッシュサービスには、240
のプライオリティが割り当てられています。

複数ルータの WCCPv2 サポート
WCCPv2では、複数のルータをキャッシュエンジンのクラスタに追加できます。サービスグルー
プの複数のルータを使用すると、冗長構成、インターフェイスのアグリゲーション、およびリダ
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イレクションの負荷分散が可能になります。WCCPv2は、サービスグループごとに最大 32個の
ルータをサポートします。各サービスグループの確立および保守は独立して行われます。

WCCPv2 での MD5 セキュリティ
WCCPv2には、パスワードとハッシュメッセージ認証コード -メッセージダイジェスト（HMAC
MD5）規格を使用して、サービスグループの一部になるルータとコンテンツエンジンを制御でき
る、オプションの認証機能があります。共有シークレットMD5ワンタイム認証（ipwccp [password
[0 | 7] password]グローバルコンフィギュレーションコマンドを使用して設定）を使用すれば、傍
受、検査、およびリプレイからメッセージを保護することができます。

WCCPv2 での Web キャッシュパケットのリターン
コンテンツエンジンが、エラーまたは過負荷のために、キャッシュした要求オブジェクトを提供

できない場合、コンテンツエンジンは、元々指定されていた宛先サーバに前方転送するように、

要求をルータに返送します。WCCPv2には、機能していないコンテンツエンジンから返送された
要求を判断できるパケットのチェック機能があります。ルータはこの情報を使用して、（要求を

コンテンツエンジンクラスタに再送信しようとするのではなく）要求を元の宛先サーバに転送で

きます。このプロセスのエラー処理はクライアントに意識されません。

コンテンツエンジンがパケットを拒否し、パケット返送機能を開始する場合、一般的に次のよう

な理由があります。

•コンテンツエンジンが過負荷になり、パケットを処理する余裕がなくなった場合

•コンテンツエンジンが、パケットのキャッシング機能が低下する特定の条件についてフィル
タリングしている場合（たとえば、IP認証が有効になった場合）

WCCPv2 での負荷分散
WCCPv2を使用すると、個々のコンテンツエンジンに割り当てる負荷を調整して、空きリソース
を効率的に使用できるようになります。さらに、クライアントに対して高い Quality Of Service
（QoS）を確保できます。WCCPv2を使用すると、指定したコンテンツエンジンが特定のコンテ
ンツエンジン上の負荷を調整し、クラスタ内のコンテンツエンジン全体で負荷を分散できます。

WCCPv2では負荷分散を実行するために、次の 3つの方法を使用します。

•ホットスポット処理：個々のハッシュバケットをすべてのコンテンツエンジンに分散でき
ます。WCCPv2以前では、1つのハッシュバケットの情報を転送できるのは、1つのコンテ
ンツエンジンに対してだけでした。

•ロードバランシング：過負荷のコンテンツエンジンから、空き容量がある他のメンバに負
荷を移行するように、コンテンツエンジンに割り当てるハッシュバケットセットを調整で

きます。
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•負荷制限：コンテンツエンジンの容量を超えないように、ルータが負荷を選択してリダイレ
クトできるようにします。

これらのハッシュ処理パラメータを使用すると、コンテンツエンジンの過負荷を防ぎ、障害が発

生する可能性を軽減します。

WCCP のトラブルシューティングのヒント
WCCPをイネーブルにすると、CPUの使用率が非常に高くなる場合があります。WCCPカウンタ
を使用すると、直接ルータでバイパストラフィックを確認できます。また、その原因がWCCPの
イネーブル化によるCPUの使用率の高さにあるかどうかを示すことができます。場合によっては
10 %のバイパストラフィックが標準で、他の状況では 10 %が高いこともあります。ただし、
25%を超える数値の場合、Webキャッシュの状況をより詳しく調査する必要があります。

バイパストラフィックのレベルが高いことをカウンタが示している場合、次の手順は、コンテン

ツエンジンのバイパスカウンタを確認し、コンテンツエンジンがトラフィックのバイパスを選

択した理由を判定します。さらに詳細に調査するには、コンテンツエンジンコンソールにログ

インし、CLIを使用します。カウンタを使用すると、バイパスするトラフィックの割合を決定で
きます。

特定のサービス用にルータで保持される IPv6 Web Cache Communication Protocol（WCCP）統計情
報（カウント）を削除するには、clear ipv6 wccpコマンドを使用できます。

特定のサービス用にルータで保持されるすべての（IPv4および IPv6）Web Cache Communication
Protocol（WCCP）統計情報（カウント）を削除するには、clear wccpコマンドを使用できます。

IPv6 Web Cache Communication Protocol（WCCP）グローバル統計情報（カウント）を表示するに
は、show ipv6 wccpコマンドを使用できます。

すべての（IPv4および IPv6）WebCacheCommunication Protocol（WCCP）グローバル統計情報（カ
ウント）を表示するには、show wccpコマンドを使用できます。

WCCP バージョン 2 の設定方法

WCCP の設定
WCCPを設定するには、次の作業を実行します。

ipwccp{web-cache | service-number}グローバルコンフィギュレーションコマンドを使用してWCCP
サービスを設定しない限り、ルータ上でWCCPはディセーブルです。 ip wccp形式のコマンドを
最初に使用することによって、WCCPはイネーブルになります。デフォルトではWCCPv2がサー
ビスに使用されますが、代わりにWCCPv1機能を使用することもできます。WCCPの実行バー
ジョンをバージョン 2からバージョン 1に変更するには、または最初の変更後にWCCPv2に戻す
には、グローバルコンフィギュレーションモードで ip wccp versionコマンドを使用します。
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WCCPv1で許可されていない機能の場合は、エラープロンプトが画面に表示されます。たとえ
ば、ルータ上でWCCPv1が動作している場合にダイナミックサービスを設定しようとすると、
「WCCP V1 only supports the web-cache service」というメッセージが表示されます。show ip wccp
EXECコマンドを使用すると、ルータ上で動作しているWCCPプロトコルのバージョン番号が表
示されます。

ip wccp web-cache passwordコマンドを使用して、サービスグループのルータおよびコンテンツ
エンジンのパスワードを設定します。MD5パスワードセキュリティの場合、サービスグループ
のパスワードを使用して、サービスグループに参加させる各ルータおよびコンテンツエンジンを

設定する必要があります。パスワードの長さは、8文字以下である必要があります。サービスグ
ループの各コンテンツエンジンまたはルータは、WCCPメッセージヘッダーの検証後すぐに、受
信したWCCPパケットのセキュリティコンポーネントを認証します。認証に失敗したパケット
は廃棄されます。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ip wccp version {1 | 2}
4. ip wccp [vrf vrf-name] {web-cache | service-number} [group-address multicast-address] [redirect-list

access-list] [group-list access-list] [password password [0 | 7] ]
5. interface type number
6. ip wccp [vrf vrf-name] {web-cache | service-number} redirect {in | out}
7. exit
8. interface type number
9. ip wccp redirect exclude in

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure terminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

ルータに設定するWCCPのバージョンを指定します。ip wccp version {1 | 2}

例：

Router(config)# ip wccp version 2

ステップ 3   

• WCCPv2がデフォルトの実行バージョンです。
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目的コマンドまたはアクション

ルータでイネーブルにするWebキャッシュまたはダイナ
ミックサービスを指定し、サービスグループに関連付ける

ip wccp [vrf vrf-name] {web-cache |
service-number} [group-address
multicast-address] [redirect-list access-list]

ステップ 4   

VRF名を指定し、サービスグループに使用される IPマル
[group-list access-list] [password password
[0 | 7] ] チキャストアドレスを指定し、使用するアクセスリストを

指定し、MD5認証を使用するかどうかを指定し、WCCP
サービスをイネーブルにします。

例：

Router(config)# ip wccp web-cache
password password1

Webキャッシュサービスを実行するインターフェイス番号
を指定し、インターフェイスコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

interface type number

例：

Router(config)# interface ethernet0/0

ステップ 5   

WCCPを使用して、発信インターフェイスまたは受信イン
ターフェイスでパケットのリダイレクションをイネーブル

にします。

ip wccp [vrf vrf-name] {web-cache |
service-number} redirect {in | out}

例：

Router(config-if)# ip wccp web-cache
redirect in

ステップ 6   

• outおよび inキーワードオプションの指定に従って、
発信インターフェイスまたは受信インターフェイスの

リダイレクションを指定できます。

インターフェイスコンフィギュレーションモードを終了し

ます。

exit

例：

Router(config-if)# exit

ステップ 7   

リダイレクトからトラフィックを除外するインターフェイ

ス番号を対象として、インターフェイスコンフィギュレー

ションモードを開始します。

interface type number

例：

Router(config)# interface
GigabitEthernet 0/2/0

ステップ 8   

（任意）指定したインターフェイスのトラフィックをリダ

イレクションから除外します。

ip wccp redirect exclude in

例：

Router(config-if)# ip wccp redirect
exclude in

ステップ 9   
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WCCP 設定の確認およびモニタリング

手順の概要

1. enable
2. show ip wccp [vrf vrf-name] [web-cache |service-number] [detail view]
3. show ip interface
4. more system:running-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

WCCPに関連するグローバル情報を表示します。たとえば、実行されて
いるプロトコルバージョン、ルータサービスグループのコンテンツエ

show ip wccp [vrf vrf-name]
[web-cache |service-number]
[detail view]

ステップ 2   

ンジンの数、ルータに接続できるコンテンツエンジングループ、使用す

るアクセスリストなどです。
例：

Router# show ip wccp 24
detail

• vrf vrf-name：（任意）サービスグループに関連付けられている仮
想ルーティングおよび転送（VRF）インスタンス。

• service-number：（任意）コンテンツエンジンで制御されるWeb
キャッシュサービスグループのダイナミック番号。範囲は 0～ 99
です。 Cisco Content Engineを使用するWebキャッシュの場合、逆
プロキシサービスは 99の値で示されます。

• web-cache：（任意）Webキャッシュサービスの統計情報。

• detail：（任意）検出済み、または検出されていない特定のサービ
スグループまたはWebキャッシュの他のメンバ。

• view：（任意）ルータまたはすべてのWebキャッシュに関する情
報。

たとえば、「Web Cache Redirect is enabled / disabled」など、すべての ip
wccp redirectionコマンドがインターフェイスに設定されているかどうか
に関するステータスを表示します。

show ip interface

例：

Router# show ip interface

ステップ 3   
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目的コマンドまたはアクション

（任意）実行されているコンフィギュレーションファイルのコンテンツ

を表示します（show running-configコマンドと同じです）。
more system:running-config

例：

Router# more
system:running-config

ステップ 4   

WCCP バージョン 2 の設定例

例：ルータ上での WCCP バージョンの変更
次に、WCCPバージョンをデフォルトのWCCPv2からWCCPv1に変更し、WCCPv1でWebキャッ
シュサービスをイネーブルにする例を示します。

Router# show ip wccp

% WCCP version 2 is not enabled
Router# configure terminal

Router(config)# ip wccp version 1

Router(config)# end
Router# show ip wccp

% WCCP version 1 is not enabled
Router# configure terminal

Router(config)# ip wccp web-cache
Router(config)# end
Router# show ip wccp

Global WCCP information:
Router information:

Router Identifier: 10.4.9.8
Protocol Version: 1.0

.

.

.

例：一般的な WCCPv2 セッションの設定

Router# configure terminal
Router(config)# ip wccp web-cache group-address 224.1.1.100 password password1
Router(config)# ip wccp source-interface GigabitEthernet 0/1/0
Router(config)# ip wccp check services all
Configures a check of all WCCP services.
Router(config)# interface GigabitEthernet 0/1/0
Router(config-if)# ip wccp web-cache redirect in
Router(config-if)# exit
Router(config)# interface GigabitEthernet 0/2/0
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Router(config-if)# ip wccp redirect exclude in
Router(config-if)# exit

その他の関連資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOSMaster Commands List, All Releases』Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS Quality of Service Solutions Command
Reference』

QoSコマンド：コマンド構文の詳細、コマンド
モード、コマンド履歴、デフォルト設定、使用

上のガイドライン、および例

『Applying QoS Features Using the MQC』モ
ジュール

ポリシーマップのインターフェイスへの適用に

関するMQCおよび情報

『Classifying Network Traffic』モジュールパケット分類に使用できる追加の一致基準

『Marking Network Traffic』モジュールネットワークトラフィックのマーキング

標準

タイトル標準

--新しい規格または変更された規格はサポートさ

れていません。また、既存の規格に対するサ

ポートに変更はありません。

MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOS XEソフ
トウェアリリース、およびフィーチャセット

のMIBの場所を検索しダウンロードするには、
次の URLにある Cisco MIB Locatorを使用しま
す。

http://www.cisco.com/go/mibs

• CISCO-CLASS-BASED-QOS-CAPABILITY-MIB

• CISCO-CLASS-BASED-QOS-MIB
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RFC

タイトルRFC

--新しい RFCまたは変更された RFCはサポート
されていません。また、既存の RFCに対する
サポートに変更はありません。

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートおよびドキュメンテーション

Webサイトでは、ダウンロード可能なマニュア
ル、ソフトウェア、ツールなどのオンラインリ

ソースを提供しています。これらのリソース

は、ソフトウェアをインストールして設定した

り、シスコの製品やテクノロジーに関する技術

的問題を解決したりするために使用してくださ

い。このWebサイト上のツールにアクセスす
る際は、Cisco.comのログイン IDおよびパス
ワードが必要です。

WCCP バージョン 2 の機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 1：WCCP バージョン 2 の機能情報

機能情報リリース機能名

Cisco IOS XE Release 2.2

Cisco IOS XE Release 3.3SG
WCCPバージョン 2
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機能情報リリース機能名

WCCPバージョン2のいくつか
の機能が強化され、次のように

WCCPプロトコルに機能が追加
されました。

•複数のルータがコンテン
ツエンジンクラスタに

サービスを提供できます。

•多様なUDPおよびTCPト
ラフィックなど、HTTP
（TCPポート 80トラ
フィック）以外のトラ

フィックをリダイレクト

できます。

•パスワードとHMACMD5
規格を使用して、サービ

スグループの一部になる

ルータとコンテンツエン

ジンを制御できる、オプ

ションの認証機能があり

ます。

•機能していないコンテン
ツエンジンから返送され

た要求を判断できるパケッ

トのチェック機能があり

ます。

•個々のコンテンツエンジ
ンの負荷を調整して、空

きリソースを効率的に使

用できるようになります。

さらに、クライアントに

対して高い Quality Of
Service（QoS）を確保でき
ます。

clear ipwccp、ip wccp、ip wccp
group-listen、ip wccp redirect、
ip wccp redirect exclude in、ip
wccp version、show ip wccpの
各コマンドが、この機能で導入

または変更されました。
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第 2 章

WCCP 設定可能ルータ ID

WCCP設定可能ルータ ID機能により、Web Cache Communication Protocol（WCCP）の送信元イ
ンターフェイスを設定できます。ここで設定された送信元インターフェイスの IPアドレスは、
優先WCCPルータ IDおよびWCCP GRE送信元アドレスとして使用されます。WCCPルータ ID
が手動で設定されている場合、現在のルータ IDが無効になってもルータ IDは自動的に生成され
ず、別の IPアドレスがシステムに追加されてもルータ IDは変更されません。

• 機能情報の確認, 19 ページ

• WCCP設定可能ルータ IDについて, 20 ページ

• WCCP設定可能ルータ IDの設定方法, 20 ページ

• WCCP設定可能ルータ IDの設定例, 21 ページ

• その他の関連資料, 22 ページ

• WCCP設定可能ルータ IDの機能情報, 23 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の警告および機能情報については、『Bug Search Tool』およびご使
用のプラットフォームとソフトウェアリリースに対応したリリースノートを参照してください。

このモジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリリースの

リストを確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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WCCP 設定可能ルータ ID について

WCCP 設定可能ルータ ID の概要
WCCPは、その制御メッセージ内でルータ ID（WCCPクライアントが特定のWCCPサーバを一
意に識別するために使用可能）を使用します。ルータ IDは IPアドレスです。WCCPによって生
成されるすべての Generic Routing Encapsulation（GRE）フレームの送信元アドレスとして使用さ
れます。WCCP設定可能ルータ ID機能が実装される以前、WCCPは、自動メカニズムを使用し
てルータ IDを選択していました。当時は、システムで最も大きい到達可能 IPアドレス（または、
存在する場合、最も大きいループバック IPアドレス）が、WCCPルータ IDとして使用されまし
た。システムの最も大きい IPアドレスが、ルータ IDまたはGREフレームの送信元アドレスとし
て最良の選択肢というわけではありません。システムのアドレッシング情報の変更により、WCCP
ルータ IDの予期しない変更が発生することがあります。変更中は、WCCPクライアントが一時
的に 2台のルータ（古いルータ IDと新しいルータ ID）の存在をアドバタイズし、GREフレーム
は別のアドレスから送信されます。

WCCP設定可能ルータ ID機能では、ルータ IDが取得されるWCCP送信元インターフェイスを定
義することができます。ここで設定された送信元インターフェイスの IPアドレスは、優先WCCP
ルータ IDおよびWCCP GRE送信元アドレスとして使用されます。WCCPルータ IDが手動で設
定されている場合、別の IPアドレスがシステムに追加されてもルータ IDは変更されません。新
しいルータ IDが ip wccp source-addressまたは ipv6 wccp source-addressコマンドを使用して手動
で設定された場合、または手動で設定したインターフェイスのアドレスが有効ではない場合にだ

け、ルータ IDが変更されます。

WCCP 設定可能ルータ ID の設定方法

優先 WCCP ルータ ID の設定

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ip wccp [vrf vrf-name] source-interface source-interface
4. exit
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

優先WCCPルータ IDを設定します。ip wccp [vrf vrf-name] source-interface
source-interface

ステップ 3   

例：

Device(config)# ip wccp source-interface
GigabitEthernet 0/0/0

グローバルコンフィギュレーションモードを終了

し、特権 EXECモードに戻ります。
exit

例：

Device(config)# exit

ステップ 4   

WCCP 設定可能ルータ ID の設定例

例：優先 WCCP ルータ ID の設定
次に、優先WCCPルータ IDの設定例を示します。

! Configure a preferred WCCP router ID
ip wccp source-interface GigabitEthernet 0/0/0
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その他の関連資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOSMaster Commands List, All Releases』Cisco IOSコマンド

『InternetMulticast Addresses』http://www.iana.org/
assignments/multicast-addresses

現在割り当てられている IPマルチキャストア
ドレス

『Cisco IOS Configuration Fundamentals
Configuration Guide』

基礎的な設定作業

『Cisco IOS Configuration Fundamentals Command
Reference』

設定の基本的なコマンド

『Cisco IOS Bridging and IBM Networking
Configuration Guide』

Cisco IOSブリッジングおよび IBMネットワー
キングの設定作業

『Cisco IOS Bridging and IBM Networking
Command Reference』

Cisco IOSブリッジングおよび IBMネットワー
キングコマンド

『Cisco IOS IP Multicast Configuration Guide』Cisco IOS IPマルチキャスト設定作業

『Cisco IOS IP Multicast Command Reference』Cisco IOS IPマルチキャストコマンド

標準

タイトル標準

『802.1D MAC Bridges』

http://www.ieee802.org/1/pages/802.1D-2003.html

IEEE Spanning-Tree Bridging

MIB

MIB のリンクMIB

新しいMIBまたは変更されたMIBはサポート
されていません。また、既存のMIBに対する
サポートに変更はありません。

—
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RFC

タイトルRFC

『Requirements for IP Version 4 Routers』http://
www.ietf.org/rfc/rfc1812.txt

RFC 1812

『Dynamic Host Configuration Protocol』http://
www.ietf.org/rfc/rfc2131.txt

RFC 2131

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートおよびドキュメンテーション

Webサイトでは、ダウンロード可能なマニュア
ル、ソフトウェア、ツールなどのオンラインリ

ソースを提供しています。これらのリソース

は、ソフトウェアをインストールして設定した

り、シスコの製品やテクノロジーに関する技術

的問題を解決したりするために使用してくださ

い。このWebサイト上のツールにアクセスす
る際は、Cisco.comのログイン IDおよびパス
ワードが必要です。

WCCP 設定可能ルータ ID の機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。

IP アプリケーションサービスコンフィギュレーションガイド Cisco IOS XE Release 3SG    
23

WCCP 設定可能ルータ ID
WCCP 設定可能ルータ ID の機能情報

http://www.ietf.org/rfc/rfc1812.txt
http://www.ietf.org/rfc/rfc1812.txt
http://www.ietf.org/rfc/rfc2131.txt
http://www.ietf.org/rfc/rfc2131.txt
http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html
http://www.cisco.com/go/cfn


表 2：WCCP 設定可能ルータ ID の機能情報

機能情報リリース機能名

WCCP設定可能ルータ ID機能
により、Web Cache
Communication Protocol
（WCCP）の送信元インター
フェイスを設定できます。こ

こで設定された送信元インター

フェイスの IPアドレスは、優
先WCCPルータ IDおよび
WCCP GRE送信元アドレスと
して使用されます。WCCPルー
タ IDが手動で設定されている
場合、現在のルータ IDが無効
になってもルータ IDは自動的
に生成されず、別の IPアドレ
スがシステムに追加されても

ルータ IDは変更されません。

ip wccp source-interfaceコマン
ドが追加されました。

15.1(1)SG

15.2(3)T

Cisco IOS XE Release 3.1S

Cisco IOS XE Release 3.3SG

WCCP設定可能ルータ ID
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第 3 章

WCCP 高速タイマー

Web Cache Communication Protocol（WCCP）高速タイマー機能は、WCCPクライアントがサービ
スグループに追加されたり、WCCPクライアントが失敗したりしたときに、WCCPが設定可能
なメッセージインターバルを使用してリダイレクトを確立することをイネーブルにします。

WCCP高速タイマー機能によって導入されるWCCPメッセージインターバル機能は、WCCPク
ライアントやWCCPルータがキープアライブメッセージの送信時に使用する送信間隔を定義し
ます。また、タイムアウト値の計算時に使用するスケール係数も定義します。WCCPルータは、
タイムアウト値を使用して、WCCPクライアントが利用可能かどうかを判断したり、結果として
トラフィックをリダイレクトしたりします。

• 機能情報の確認, 25 ページ

• WCCP高速タイマーについて, 26 ページ

• WCCP高速タイマーの設定方法, 26 ページ

• WCCP高速タイマーの設定例, 27 ページ

• その他の関連資料, 28 ページ

• WCCP高速タイマーの機能情報, 28 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の警告および機能情報については、『Bug Search Tool』およびご使
用のプラットフォームとソフトウェアリリースに対応したリリースノートを参照してください。

このモジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリリースの

リストを確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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WCCP 高速タイマーについて

WCCP 高速タイマーの概要
WCCP高速タイマー機能は、WCCPクライアントがサービスグループに追加されたり、WCCPク
ライアントが失敗したりしたときに、WCCPが設定可能なメッセージインターバルを使用してリ
ダイレクトを確立することをイネーブルにします。WCCPルータとWCCPクライアントは、一定
の時間間隔でキープアライブメッセージを交換します。WCCP高速タイマー機能の導入前は、
WCCPメッセージインターバルは 10秒に固定されていました。WCCP高速タイマー機能を使用
すると、0.5～ 60秒の範囲のメッセージインターバルと、タイムアウト値のスケール係数 1～ 5
を使用できます。デフォルトは 10秒です。タイマー間隔は、リダイレクトされるWCCPクライ
アントによって実行されます。WCCPクライアントは、WCCP高速タイマー機能が正しく動作す
るように、可変メッセージインターバルタイマーをサポートしている必要があります。

WCCP高速タイマー機能によって導入されるWCCPメッセージインターバル機能は、WCCPク
ライアントやWCCPルータがキープアライブメッセージの送信時に使用する送信間隔を定義しま
す。また、タイムアウト値の計算時に使用するスケール係数も定義します。WCCPルータは、タ
イムアウト値を使用して、WCCPクライアントが利用可能かどうかを判断したり、結果としてト
ラフィックをリダイレクトしたりします。WCCPルータは、サービスグループごとに 1つのメッ
セージインターバルを強制します。互換性のないメッセージインターバルを持つWCCPクライ
アントは、サービスグループに参加することを拒否されます。デフォルトの 10秒よりも小さい
デフォルトメッセージインターバルを使用すると、CPUの使用率が高くなります。

show ip wccp service service-number detailコマンドを使用すると、メッセージインターバルに関す
る情報を表示できます。

WCCP 高速タイマーの設定方法

WCCP 高速タイマー情報の表示

手順の概要

1. enable
2. show ip wccp [[service-number][detail]]
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

メッセージインターバル情報を含むWCCPクライアント情報を表示しま
す。

show ip wccp
[[service-number][detail]]

例：

Device# show ip wccp 24
detail

ステップ 2   

•メッセージインターバルは、WCCPクライアントからWCCPルータに
送信される連続的なキープアライブメッセージ間の一定の時間間隔で

す。デフォルトの時間間隔は 10秒です。デフォルトの時間間隔が設
定されている場合、[Message Interval]フィールドは表示されません。

WCCPクライアントデバイスで時間間隔を設定します。クライ
アントの設定の詳細は、クライアントのタイプごとに固有です。

そのため、WCCPクライアントデバイスのマニュアルを参照する
必要があります。クライアントデバイスは、ルータでサポートさ

れる設定の範囲すべてをサポートしていない場合があります。

（注）

WCCP 高速タイマーの設定例

例：WCCP 高速タイマー情報の表示
次に、メッセージインターバル情報を含むWCCPクライアント情報を表示する例を示します。

Device# show ip wccp 91 detail

WCCP Client information:
WCCP Client ID: 10.1.1.14
Protocol Version: 2.0
State: Usable
Redirection: GRE
Packet Return: GRE
Assignment: MASK

Message Interval: 2.500 seconds (2.354 since last message)
Client timeout: 15 seconds
Assignment timeout: 25 seconds
Packets Redirected: 0
Connect Time: 00:01:56
Bypassed Packets
Process: 0
CEF: 0
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その他の関連資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOSMaster Commands List, All Releases』Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IP Application Services Command
Reference』

IPアプリケーションサービスコマンド

標準および RFC

タイトル標準

『ICMP Router Discovery Messages』RFC 1256

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートおよびドキュメンテーション

Webサイトでは、ダウンロード可能なマニュア
ル、ソフトウェア、ツールなどのオンラインリ

ソースを提供しています。これらのリソース

は、ソフトウェアをインストールして設定した

り、シスコの製品やテクノロジーに関する技術

的問題を解決したりするために使用してくださ

い。このWebサイト上のツールにアクセスす
る際は、Cisco.comのログイン IDおよびパス
ワードが必要です。

WCCP 高速タイマーの機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。
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プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 3：WCCP 高速タイマーの機能情報

機能情報リリース機能名

Web Cache Communication
Protocol（WCCP）高速タイマー
機能は、WCCPクライアントが
サービスグループに追加され

たり、WCCPクライアントが失
敗したりしたときに、WCCPが
設定可能なメッセージインター

バルを使用してリダイレクトを

確立することをイネーブルにし

ます。

WCCP高速タイマー機能によっ
て導入されるWCCPメッセー
ジインターバル機能は、WCCP
クライアントやWCCPルータ
がキープアライブメッセージ

の送信時に使用する送信間隔を

定義します。また、タイムアウ

ト値の計算時に使用するスケー

ル係数も定義します。WCCP
ルータは、タイムアウト値を使

用して、WCCPクライアントが
利用可能かどうかを判断した

り、結果としてトラフィックを

リダイレクトしたりします。

show ipwccpコマンドが変更さ
れました。

15.1(1)SG

15.2(3)T

Cisco IOS XE Release 3.3SG

WCCP高速タイマー
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